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あとがき 

 消化吸収については最近関心が高く、多方面にわたる研究の進展がみられるが、1998年7 月11 日

国立国際医療センター院長梅田典嗣先生のもと第29 回日本消化吸収学会総会が新宿の京王プラザ

ホテルを会場として開催され、特別講演、教育講演、シンポジウムおよび一般講演が行われました。 

 今回は基礎とくに臨床面からみて意義の高いシンポジウムの「炎症性腸疾患における脂肪投与量と

脂肪酸組成をめぐって」および「消化吸収障害における腸内細菌の役割」をはじめとして、一般演題その



他を通じて、本学会が基礎面と並行しながら臨床面とが車の車輪のような関係で行われていることは本

学会の益々の発展が期待されるところです。  

 今年は本誌に掲載された研究発表を対象とした学会賞が制定されてはじめての受賞が行われました。

このことは本学会にとって優れた研究発表、会員の新たな増加が期待されるところです。 

 さて今年は例年になく台風の発生が少ないといわれながら、秋には台風が繰り返し来襲し、爪跡を残

していきましたが、これからは澄んだ秋空のように気持ちを新たにして前向きの姿勢で、研究に診療に、

また本誌が会員の皆様に役立つようにとりくんで参りたいと存じます。 

（Y・M） 


